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【凡例】 鉄道駅勢圏 

ｒ＝500メートル 

バス停勢圏 

ｒ＝300メートル 

 

 

※90%の人が抵抗感なく歩ける距離 

府営田辺団地 

新田辺駅 

高木 

興戸 

田辺本町 

京田辺市役所 

加波羅橋前 

東田辺 

草内郵便局前 
田辺中学校 

常磐苑 

多々羅 

二又 

三山木駅 

飯岡 

京田辺駅（東口） 

田辺職安前 

普賢寺 

水取 

他力橋 

打田宮東 

打田 

高船 

東部循環線 

三山木高船線 

東 
草内口 

【田辺中学校】 

奈良交通101・111系統 

新田辺行：9～22時台で 25便（／日） 

同志社行：8～18時台で 20便（／日） 

【興戸】 

奈良交通101・111系統 

新田辺行：9～22時台で 25便（／日） 

同志社行：8～18時台で 20便（／日） 

【高木】 

東部循環線のみ → 廃止 

※「同志社前」駅勢圏内 

【加波羅橋前】 

東部循環線のみ → 廃止 

※「田辺高校」バス停が代替機能 

【東田辺】 

京阪バス74系統 

京阪八幡行：9～16時台で7便（／日） 

京田辺市役所行：9～16時台で8便（／日） 

田辺高校 

廃止路線 

東部循環線・三山木高船線における変更路線図 

（『京田辺市バス交通負担金路線における利用促進及び利便性向上策の検討（平成 28 年 9月）』,p.10） 
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